
 

 

 

 

 

 

 

2021-22年度  NO.２４  TOTAL 2694回 令和４年 1月２８日 

 

１．会長挨拶 

 

 

 

★国際ロータリー会長 

シェカール・メータ 

★国際ロータリー第 2790地区 

ガバナー   梶原 等 

★第６グループ 

ガバナー補佐  亀田美穂 

第 2790地区 地区委員 

★フェローシップ     吉田理愛 

★補助金プロジェクト 久我守正 

★インターアクト    磯野典正 

★監査、R財団資金監査 

神村彰男 

勝浦ロータリークラブ 

★ 会  長   中村 吉政 

★ 幹  事    西崎 和治 

クラブ会報・公共イメージ委員会 

★ 関 裕仁 、 吉田理愛 

皆様、こんにちは。先週に引き続きまして、オンライン例会でございます。画面越しではございますが、こうして皆様のお顔を拝見できる事

は、まさに勝浦ＲＣがオンライン例会に対応できているからであります。地区内、他のクラブの様子を聞く所によりますと、勝浦のように完全

オンラインに対応できているクラブはいまだに少数だそうです。 

今は、ロータリーとしての奉仕活動がなかなかできづらい状況ですが、こうして毎週、画面越しではございますが、例会で皆様とお会いで

きる勝浦ＲＣを会長として誇りに思います。 

さて、今月 1月も早終わりに近づいていますので、今月何度も申しておりますが、１月は職業奉仕月間でした。オンラインに切り替わる

前の先々週の例会は、第２例会でしたので、ロータリーソング斉唱に続いて４つのテストの唱和を行いました。１月最後の例会である今

日は、この４つのテストについて少しお話したいと思います。ロータリーの哲学を端的に表現し、職業奉仕の理念の実行に役立つものとして

この４つのテストがありますが、このテストは、アメリカ・シカゴのロータリアンで、後にロータリー創設５０周年の時にＲＩ国際ロータリー会長

を務めた ハーバートＪテーラー氏が、1932年世界大恐慌の時に考えたものであります。主に商取引における“公正さ”を測る尺度として

打ち出し、その後、多くの世界中のロータリアンに活用されてきました。 

『言行はこれに照れしてから』 ※ちなみに、『言行』とは、その人の発言と行動という事を意味します。つまり、自分の発言と行動は、こ

れに照らしてから から始まりまして、、、 

真実かどうか みんなに公平か 好意と友情を深めるか みんなのためになるかどうか 

そして、ロータリアンは、この４つの問いに対して、全て『イエス！！』と答えられるものでなければならないということであります。皆様、私か

らもう一度４つのテストを致しますので、心の中ですべてにイエス！！と答えて下さい。言行＝つまりご自身の発言と行動は、 

真実かどうか みんなに公平か 好意と友情を深めるか みんなのためになるかどうか 

いつも、お忘れのないようにお願い致します。さて、今日は、ＪＣ勝浦いすみ青年会議所の西川理事長にお越しいただいて、卓話をい

ただくプログラムです。西川理事長、ようこそおいで下さいました。ＪＣの先輩方が多くいますが、大丈夫です。今日は画面越しなので、安

心してお話下さい。また、リアルでお会いする日を楽しみにしています。今日は宜しくお願いします。 

以上で、会長挨拶を終わります。 

月間テーマ 『 職業奉仕月間 』 
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２．本日のプログラム  〇ニコニコ BOX 

親睦活動委員会／佐久間委員長 

 

〇本人誕生日１２月１３日 牧野利美君 

〇配偶者誕生日 1月６日 牧野利美（匠子）君 
富山生まれです、今後も一緒に遊んでください。 

〇本人誕生日 1月２２日 吉野昌和君 
53歳です。昨年はバタバタしてしまったのですが、今年は娘がケーキを用意してくれて 

のんびりと過ごしました。 

〇本人誕生日 1月２８日 斎藤麻美子君 
毎年パーティーをしていたのですが、今年はコロナ禍で静かに過ごしました。 

 

〇フリー 斎藤麻美子君 
娘が結婚しました。スポーツテクノロジーとしてオリンピックで日本に来ていた青年です、 

イギリスで新婚生活しています。お祝いありがとうございました。 

また、1月 24日に 10人目の孫（女の子）が生まれました。またにぎやかになります。 

〇フリー 渡邉昌俊君 
結婚繋がりで長男が順調にいけば 3月 26日結婚します。お祝いありがとうございました。 

〇フリー 内村愛君 
2月 4日にキュステで Google セミナーがあります。14時半からなので例会後 

エントリーをお願いいたします。 

〇フリー 磯野典正君 
本日午後 3時に３月開幕甲子園の出場校が決定します。母校野球部 OB として 

楽しみです。 

〇フリー 村石愛二君 
NHK ラジオの収録がありました。2月 3日朝 5時 17分からポッポの丘が紹介 

されます。是非お聞きください。 
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２．本日のプログラム 〇卓話例会 

勝浦いすみ青年会議所 理事長 西川岳宏様 

『夢の共創』 
（２０２２年度 LOM スローガン） 
 

 

はじめに 

私たちの地域は山と海を有し、都市圏からアクセスが容易にできる自然豊かな土地です。しかし、人口の減少に歯止めがかか

りません。１０年前と比較し人口は約２０％の減少、事業所数は約３０％減少し、地域に住まう年代の推移は２０２０年

以降６４歳以下の人口と６５歳以上の人口が 1対１を迎え生産人口の減少は変わらず、２０２５年には６５歳以上の

人口も増加から減少に転ずる予測が発表されています。生産人口の縮小が地域経済を押し下げております。さらに２０２０

年より始まった新型コロナウイルスによる変化の波、この激動の社会情勢の中で地域のあらゆる階層で分断が広がりつつありま

す。経済においては人の導線に左右されにくい「製造業」、飲食や宿泊、交通等、人々の移動を基本とする「非製造業」との間

に景況感の大きな違いが表れています。地域社会においては新型コロナウイルスへの恐怖感、感染による言われなき社会的批

判のリスクを誰しもが抱え息苦しい世の中になっているといえます。 

このようにコロナ禍で分断してしまった社会や人をもう一度つなげ地域一丸とならなくてはなりません。 

そこで２０２２年度は、現在を生きる責任世代による「経済の活性化」と将来を見据えた次世代への「郷土愛育成」、そし

て持続可能な地域づくりとしての「災害対策」が必要であると考えます。 

責任世代による地域経済活性化 

社会が私たち青年経済人に最も期待していることは、経済の牽引です。 

個々の活動で得られる効果は限界があります、さらにコロナ禍で分断されてしまった地域経済が持続的に成長するには今まで

とは違う仕組みが必要になります。ルール、慣習、ヒト、モノ、カネが集まって自走する仕組みが必要になります。 

そこで私たちは様々な団体、業界、行政が協力し個々の『夢』を『共創』するムーブメントの第一歩を踏み出す行動を起こし、

私たちが起こしたムーブメントが地域経済で自走できるような仕組みを内蔵した事業の開催を目指します。 

将来を担う子供たちの郷土愛の育成 

長い将来を見据え人口流出を防ぐためには、子供たちの郷土愛の育成が必要です。 

子供たちが大人になっても、この地域で生活を営んでいく事で、地域経済にとって大変大きな効果を発揮すると考えます。地

域の未来を維持するためには子供たちへの行動は必要不可欠です。コロナ禍で地域コミュニティーと分断された子供たちをもう一

度つなぐことを目的とした事業の開催を目指します。 

災害に対し住み続けられる街づくり 

激甚化する災害に備え、安心して暮らし続けられる地域作りが必要です。 

昨今の災害の増加を受け、災害発生時に堰き止められたヒト、モノ、カネ、情報の流れを素早く回復させ被害を最小限に留める

事を目的とした事業の開催を目指します。 

さらに本事業は私たちの世代から次世代の為に作り出す必要があります。 

私たち世代が自らの事業を守り、家族を守ることで地域の未来が守られると考えるからです。 

すべての運動を支える基盤の強化 

総務室の活動こそが青年会議所活動を行う上で根幹であると考えます。 

すべての事業は正副理事長会議、理事会の審議なくして実施できません。しかし激動の社会情勢の中、活動を止めることな

く行うため、社会情勢に合わせたＷＥＢ会議の導入に始まる様々なアプリケーションやデジタルツールを活用し、メンバーに対し

円滑かつ迅速な案内や会議運営の実施を目指します。 

おわりに 

 地域により良い変化を起こすことは決して簡単な事ではありません、ただどんなに願っても行動を起こさなければ変化は起こり

ません。私たちは人をつなぎ地域をつなぎます。さあ地域の『夢』を私たちの『夢』を『共創』する行動を起こしましょう。 
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３．幹事報告 

〇ガバナー事務所よりトンガ王国海底火山噴火による災害に関してお知らせがきてい

ます。 

〇地区 RLI推進委員より 2月 6日に予定の RLI10周年を祝う会が 5月 8日延

期となりました。申し込みの締め切りも 4月 8日に延期となりました。 

〇鴨川ロータリークラブより、まん延防止等重点措置が適用されていることから例会場

が㈱ケーティーエス２階会議場となりオンライン例会に変更されます。 

〇君津ロータリークラブの創立５０周年記念式典が２月２６日に予定されておりまし

たが、延期となりました。延期日はまだ決まっていません。 

〇３月１１日に開催予定の５．６．７グループ合同の会員基盤向上セミナーの参

加、不参加のＦＡＸが返信されていない会員はよろしくお願いいたします。 

〇例会プログラムについて蔓延防止重点措置が適用されたこともあり、予定を変更して

開催しております。 

次回例会予定 

〇2 月 4 日 卓話例会 

〇2 月 11 日 休会 

〇2 月 18 日 クラブ協議会 

（60 周年記念準備委員会） 

〇2 月 25 日 卓話例会 

 

 

例会日：毎週金曜日 

例会場所：ホテル ブルーベリーヒル勝浦 

勝浦市興津１９２０ 

TEL：０４７０－７６－３４００ 

 

事務局：勝浦市串浜１１９３－２ 

西崎和治 方 

TEL：０４７０－７３－５２０７ 

FAX：０４７０－７３－５５０４ 

 

 

４．委員会報告 

〇プログラム委員会 久我委員長 

来週開催予定の卓話例会において卓話者の変更がありますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
出席委員長：岩瀬洋男 
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出席報告

出席者 MU ZOOM 欠席者 免除

会員数  3５名 

出席率  91.4％ 
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